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区   分  
 

授業 

科目 
看護管理学実習（編入クラス） 

Nursing Management & Administration Practicum 

担当 

教員 

林千冬(専任） 
 益加代子(専任) 

開講年次 4 年次後期 単位数  １単位 科目 

分類 
総合科目 授業形態 実 習 

選択必修 必修 時間数  45 時間 

授業の目的及びねらい  

 
看護管理のしくみと機能を諸理論や概念と関連づけて把握し、看護実践の場において常にさまざ

まな管理活動が繰り広げられていることを理解する。また、これらをとおして、看護職者が看護
提供システムの構築と変革に取り組むことの重要性について理解する。 

 

実習施設  

 
 病院実習：神戸市立医療センター中央市民病院、神戸市立医療センター西市民病院、 

西神戸医療センター、神戸医療センター、三菱神戸病院 
 見学実習：地方独立行政法人 神戸市民病院機構、兵庫県看護協会・兵庫県看護連盟、 

日本看護協会神戸研修センター 
 

 実習内容及び計画  

 
 【実習目標】 
 

1.  病院における看護職者のそれぞれの立場での職務のプロセスに、どのように看護管理のしく

みと機能が関連し、具体的にどのような管理活動が行われているのかを把握し理解する。

（病院実習） 

2.  看護職者の職務のプロセスの中に、どのような看護管理上の課題が存在しているのかを、そ

の解決の方向性も含めて考える。（病院実習） 

3.  実習で把握した個々の看護職員の職務をめぐる看護管理の実際が、病院における看護管理の

しくみと機能全体の中にどのように位置づいているのかを考える。（学内グループワーク→

発表会→病院実習レポート） 

4.  病院の経営管理に関連する行政機関や、看護職の職能団体の役割と活動の実際を知り、国や

地方自治体の看護政策や看護職の社会的活動について理解する。加えて、これらと上記１～

３でみた病院内での看護管理実践とがどのように関連しているのかを考える。（見学実習→

見学実習レポート・病院実習レポート） 
 
 【実習方法】 

1.  実習期間：1 週間 
2.  病院実習 

・ 実習指導者は、看護管理部門の管理者（看護部長、副看護部長、教育担当師長等）、
組織横断的活動を行う看護職者（専従医療安全管理者、専門看護師、認定看護師
等）、看護師長、主任とする。 

・ 実習は、実習指導者と可能な限り行動を共にし、看護管理の視点から参与観察する。
その後、個別面談を行い、参与観察中の疑問や不明点を確認する。 

3.  見学実習 
・ 事前に実習先の情報収集を行い、見学内容の計画を立てる。実習日は施設の概要の説

明を受け、見聞を通して、実習施設の役割と機能を理解する。 
4.  グループワーク・発表会 

・ 病院実習における実習指導者の職位・役割をもとにグループに分かれ、グループワー
クを行い、その内容を発表する。 

5.  実習記録と実習レポートの作成・提出 
 

成績評価の方法と基準  

      
出席点        減点対象（原則として病院実習および見学実習当日の欠席は認めない） 
病院実習記録①②③   30 点 

見学実習レポート    30 点 

看護管理学実習レポート 40 点 

 

教員から学生へのメッセージ  

 
 看護管理学実習は、看護管理学Ⅰの単位を取得、もしくはその見込みがなければ履修できません。 

 


